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将来像の実現に向け、近年の著しい社会経済情勢の変化に対応しながら各施策を推進するため、総合計画基本計画を戦略的か
つ効率的に推進する市総合計画推進プログラムを策定するもの。
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• 基幹事業は、次年度の取組内容と、２年目・３年目の事業の見込みを掲載する
• 施策毎の位置付ける施策数は、原則として３以内とする
※ ただし、重点テーマ等に特に関連性が深い事業等一部例外有
• 基幹事業は、推進プログラムの更新に合わせ、毎年度見直し

相模原市総合計画推進プログラムとは

2

政策的基幹事業

• 相模原市総合計画の実施計画機能を有する行政計画
• 基本計画を戦略的に推進するため、今後3 年間で施策の目標達成に特に効果的と考えられる事業を「政策的基幹事業（基幹事業）」として位置付
け、そこに予算や人員を重点的に配分

• 社会経済情勢の変化等に的確に対応するために毎年度更新

事業の見込み
現年度
予算案

R5 R6,7

事業の見込み
次年度
予算案

R6 R7,8更新

Ａ事業

Ａ‘事業

１２８事業

４７施策

６つの「目指すまちの姿」

おおむね20年（R2-21）

8年間（R2-9）

3年間（毎年度更新）



推進プログラムの構成
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第１ 総合計画推進プログラムについて
〇 総合計画推進プログラムの策定の背景
〇 推進プログラムの概要 他

第２ 基本的視点等
〇 市政運営に当たっての基本的視点
〇 特に重点的に力を入れる取組
〇 本市の個性を生かす分野
〇 「特に重点的に力を入れる取組」と「本市の個性を生かす分野」の関係性

第３ 分野横断的に取り組む重点テーマに基づき取り組む主な事業
〇 少子化対策・雇用促進対策・中山間地域対策・ＳＤＧｓ

第４ 施策推進に向けて取り組む主な事業
（「本市の個性を生かす分野」に該当する政策的基幹事業を示す）

〇 目指すまちの姿Ⅰ
〇 目指すまちの姿Ⅱ
〇 目指すまちの姿Ⅲ

:

第５ 持続可能な行財政運営に向けて
※ 予算編成後に作成

追加



基本的視点等
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基本的視点 重点事業

人口減少・少子高齢化に対応する地方創生の視点に立ち、これらの課題
に対応し、将来にわたって活力ある社会を維持していくことを目的とした
「対策」に主眼を置く。

主な変更点

【「本市の個性を生かす分野」を重点事業に位置付け】

本市の地理的特性や今後のまちづくり等を「個性」と整理し、重点的に取り
組むことで他都市との比較で本市の優位性を高め、全国的に進行する人口
減少・少子高齢化の流れに対応し、引き続き多くの人々に選ばれるまちとし
て、本市行財政の持続可能性を高める。

•分野横断的な取組による
複数分野の統合的向上

•共生社会・脱炭素社会の実現

ＳＤＧｓを踏まえた
施策の推進

•まちづくり・市政への参画

•活力や魅力の向上に資する取組の推進

シビックプライドの
醸成

•持続可能な行財政構造構築に向けた
事業の見直し

改革プランの
着実な推進

•新たな日常を踏まえた事業の
創出と見直し

ポストコロナの
まちづくり

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進

少子化対策

雇用促進
対策

中山間地域
対策

特に重点的に力を入れる取組

本市の個性を生かす分野

ポストコロナにおけるニーズ、価値観の変化により注目度が高まっている「
都市と自然のベストミックス」や、本市の将来のまちづくりの計画などの、
本市の個性を効果的に活用した「推進」に主眼を置く。

子育て 教育 まちづくり
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重点事業への予算配分の状況

１　本市が特に重点的に力を入れる取組 （単位：億円）

項目 事業費 特定財源 一般財源

合　計 16.7 7.6 9.1

※小児医療費助成事業は、令和６年度拡充分の事業費のみ含む。

２　本市の個性を生かす分野

項目 事業費 特定財源 一般財源

合　計 53.0 27.3 25.8
※扶助費関連事業は、事業費の集計に含めていない。

総　計 69.7 34.8 34.9

温かさのある教育推進事業（スクールソーシャルワーカーの配置、訪問看護師派遣事業、中学校夜間学級事業　など）

学校給食推進事業（中学校給食全員喫食推進事業、給食配膳室整備事業）

土地利用等見直し検討事業（土地利用等見直し検討事業）

都市計画道路等整備事業（都市計画道路整備事業(計画指定)、県道５２号(相模原町田)道路改良事業）

キャリア教育推進事業（ＳＤＧｓスタディツアー事業、学力保障推進事業、図書館事業　など）

公共交通の利便性向上・利用促進事業（グリーンスローモビリティ運行支援事業、生活交通確保事業　など）

橋本駅周辺整備推進事業（リニアまちづくり関連推進事業）

相模原駅周辺整備推進事業（相模原駅周辺まちづくり推進事業）

鵜野森地区整備促進事業（鵜野森地区整備促進事業）

相模大野駅周辺まちづくり事業（相模大野駅周辺まちづくり事業）

当麻地区整備促進事業（当麻地区整備促進事業、道路改良事業(事業指定)）

麻溝台・新磯野地区整備推進事業（麻溝台・新磯野地区整備推進事業）

道路改良事業（道路改良事業(計画指定)）

主な政策パッケージ（主な事業）

政策的基幹事業（主な事業）

ブレジャー・ワーケーション推進パッケージ（観光資源への誘導促進事業、魅力創出・発信事業　など）

仕事と家庭両立支援事業（仕事と家庭両立支援事業）

ＧＩＧＡスクール推進事業（ＧＩＧＡスクール推進事業）

移動支援パッケージ（福祉有償運送事業者支援事業、高齢者等移動支援事業　など）

新たな働き方の創出パッケージ（イノベーション創出促進事業、企業誘致等推進事業　など）

宇宙教育の推進パッケージ（プラネタリウム事業経費）

住宅施策パッケージ（子育て世帯等中古住宅購入・改修費補助事業）

子育て世帯の負担軽減パッケージ（小児医療費助成事業(※)、さがみはら休日一時保育事業　など）

子どもの居場所づくりパッケージ（少子化対策公園改修事業、子どもの遊び場事業　など）

社会的養育推進・子ども若者生活支援事業（里親制度推進事業、社会的養育自立支援事業、ひとり親家庭等生活向上事業）

デジタル化・ロボットなどの企業支援パッケージ（中小企業研究開発支援事業、ものづくり企業総合支援事業　など）

まちづくり 34.8 19.1 15.7

安心して妊娠・出産できる環境整備事業（産前・産後支援事業、子育て世帯訪問支援事業　など）

子育て支援事業（子育て広場事業、地域子育て支援活動促進事業　など）

障害のある子どもへの支援事業（支援保育推進事業、陽光園運営費　など）

待機児童対策に関する事業（教育・保育施設運営助成、保育施設整備費補助金、一時保育促進事業補助金　など）
子育て 11.6 4.8 6.7

教育 6.7 3.3 3.4

雇用促進対策事業

中山間地域対策事業 1.7 1.6 0.2

少子化対策事業 7.1 4.0 3.1

5.92.07.8

・さがみはら休日一時保育事業

・小児医療費助成の対象拡大 など

・橋本駅周辺整備推進事業

・相模原駅周辺整備推進事業

・麻溝台・新磯野地区整備推進事業 など

・不登校対策の推進

・中学校給食等の改善 など

・コミュニティ交通の利便性向上実証事業

・魅力発信・交流拠点推進事業 など

・ＤＸ促進支援事業

・イノベーション創出促進事業 など

・産婦、ヤングケアラーの支援

・フォスタリング事業 など



今後のスケジュール
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第１５回 戦略会議 議事録                    （様式４） 

令和６年１月１５日 

１ 次期相模原市総合計画推進プログラムの策定について 

【市長公室】

 

（１）主な意見等 

 ○（市長）政策的基幹事業について、令和６年度の事業内容と、令和７年度、８年度の事業

見込みが記載してあるが、毎年度更新する中で、新規事業や削除した事業の主なものとそ

の理由は何か。 

  →（総合政策・少子化対策担当部長）新規拡充したものについて、子育て支援事業では小

児医療費助成の対象拡大や、こども誰でも通園制度の試行的実施等のほか、防災事業な

どを既存の政策的基幹事業に新規の追加した。また、新たな政策的基幹事業として追加

した取組は市制施行７０周年記念事業の一点である。削除した取組は一点あり、障害の

ある子供たちへの支援事業の取組のひとつである地域コンソーシアムの体制整備につい

ては、単一の自治体で整備するよりも近隣自治体との連携による、より効果的な組織の

検討が必要と整理したもので削除見直しを行った。 

○（奈良副市長）障害のある子供への支援について、市単独ではなく近隣自治体と連携して

取り組むことを検討するとのことであるが、削除するということは、障害のある子どもへ

の支援自体を行わないように見えてしまう。取組の中身を変更するという趣旨なのではな

いか。 

→（政策課長）推進プログラムに掲載していないから取り組まないというわけではなく、

通常のスキームの中で検討していくような形と考えている。 

→（大川副市長）政策的基幹事業としては継続して取り組み、項目のみ見直しを行うとい

うことで、修正の意味合いと認識している。 

  →（市長）この取組は重要な取組と認識している。 

  →（大川副市長）資料を修正することとする。 

○（市長）「特に重点的に力を入れる取組」と「本市の個性を生かす分野」といった視点につ

いては新年度予算にも反映されていて、予算査定の中で詳細を確認できるということか。 

→（総合政策・少子化対策担当部長）新年度予算に反映しており、「特に重点的に力を入れ

る取組」において少子化対策の主なものとしては「さがみはら休日一時保育育事業」や、

雇用促進対策では「ＤＸ促進支援事業」、中山間地域対策では「魅力発信・交流拠点推進

事業」等を、「本市の個性を生かす分野」においては、子育て分野では産婦やヤングケア

ラーの支援、教育分野では不登校対策や中学校給食の改善、まちづくり分野では橋本駅

周辺のまちづくり等を位置付けており、査定事務により額は変わるが、一般財源で３４．

９億円となっている。 

○（市長）次期総合計画も視野に入れて取り組む必要があるが、今後のスケジュールと考え方

はいかがか。 

 →（総合政策・少子化対策担当部長）基本計画の４７施策については、令和２年から９年ま

での８年間が実施の期間となっており、令和６年度から徐々に有識者の意見を聞きながら

検討を開始し、令和７年度には基礎調査や市民アンケート等を実施予定、２年間程度で検

討を進める。 

○（大川副市長）パブリックコメント等については、どのような考えか。 

 →（政策課長）パブリックコメントに準じた意見募集を４月以降に実施予定である。今回の

更新に向けたものではなく、次期の更新に向けたものであることから、パブリックコメン

トに準じた意見募集としている。 

○（石井副市長）「特に重点的に力を入れる取組」や「本市の個性を生かす分野」について、ワ

ーキング等庁内での検討のための体制を組んでいながら、きらっと光るようなアイデアがな

かなか見えてこない。行財政構造改革に取り組んでいる中においても、庁議に諮ることで改

革プランの内容を変更することもいとわないことになっているので、しっかりと施策を組み



第１５回 戦略会議 議事録                    （様式４） 

立てるよう、力を入れていただきたい旨、意見とする。 

○（奈良副市長）事業者や市民の方との意見交換において、市は「重点的に力を入れる取組」

を進めるとは言うものの、具体的な施策が見えてこないという声を聞く。庁内で議論するの

も大事だが、発信していくことも大事である。具体的な施策が見えてこないと、事業者や地

域の方々も興味を持たないので工夫していただきたい旨、意見とする。 

○（市長）推進プログラムは毎年度更新に際しては、事業の見極めや評価が重要になってくる

ので、念頭において取り組むこと。また、次期総合計画については、令和７年度から策定作

業を進めるとのことであったが、並行して整理を進めることで、了承とする。 

 

 

（２）結 果 

 ○原案を一部修正し、承認する。 

   

 

 

以 上   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


